（様式３）

履　　歴　　書

	区分
	甲　 乙


	ふりがな

氏　　名

生年月日
	
	男
女

	本　　籍

（都道府県名）
	

	現住所
	〒


	　学　　歴　　　平成　　年　　月　　日　

　　　　　　　　現在に至る

　職　　歴　　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　現在に至る

　研究歴　　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　現在まで
　　　　　　　　上記のとおり相違ありません。

　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　




☆研究生は「研究歴」のみに記載し、学歴には入れないこと。
※注１～３及び外国人の場合の記入方法等については、（別紙１）の（履歴書について）を参照
すること。
（履歴書について）
１．外国人の場合の氏名は、下記のように記載すること。
	（ふりがな）
氏 名
生年月日
	ﾓﾊﾒｯﾄﾞ ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ ﾏｼﾞｰﾄﾞ
Mohammed Abdul Mazeed

○○○○年○○月○○日生


	（ふりがな）
氏 名

生年月日
	ホァン ツ ウェイ
黄 　  志 　 偉
Hyang  Chih  Wei

○○○○年○○月○○日生


２．すべて元号は和暦で記載すること。
３．本籍は都道府県のみを記載すること。外国人の場合は国籍を記載すること。
４．学歴は、大学卒業以後又は最終学歴を記載すること。
５．研究歴には、研究した事項とその期間を明記すること。
なお、学歴及び職歴に記載した期間中に研究歴に該当するものがある場合には、それについても
記載すること。
６．用紙はＡ４判上質紙を使用し、本様式によりワープロ浄書すること。
（ペン書きする場合は楷書体）
※注１ 九州大学では、昭和４９年度進学までは「博士課程」と記載すること。
九州大学では、平成１１年度大学院入学・進学までは「工学研究科」と記載すること。
※注２ 中途退学の場合は、「退学」と記載すること。
※注３ 会社名が変更になっている場合は、下記のように記載すること。
○○株式会社（旧名△△株式会社 平成○年○月○日社名変更）入社と記載すること。
また、研究歴の研究場所が○○株式会社内の場合で、会社名が変更になっている場合は、
再度、下記のように記載すること。
○○株式会社（旧名△△株式会社 平成○年○月○日社名変更）において‥‥と記載する
こと。
※提出時は、この注意書きを含む


全ての補足説明コメントを削除してください。











�作成にあたっては、”PDF（記入要領）`を参照のこと


�日本国籍者=ふりがな・漢字・アルファベット


外国籍者＝カタカナ・アルファベットを必須とし、漢字もあれば記載。（氏名の順番等は、パスポートや在留カードと照合し、学籍氏名も含めてできるだけ統一させる。）





